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要旨 

本稿ではデジタル変革(Digital Transformation, DX)を
日本企業が推進する上での課題を提示する．経産省が
公開したDX推進指標などの限界を指摘するとともに，日
本のユーザ企業とベンダ企業に求められる新しい関係構
築の必要性について展望する． 

1. はじめに 

筆者が委員として参加した経産省「デジタルトランスフ
ォーメーションに向けた研究会」による DX レポート[1]を
契機に日本企業では DX 推進部署の設置が進んでいる．
また，DX レポートで提起された DX の「見える化」指標は
「DX 推進指標」として公開され，民間企業における DX
状況の評価が始まった[2]． 

本稿では．経産省の取組みの限界をまとめるとともに，
DX を企業が推進する上での課題を明らかにする． 

2. 経産省の取組み 

2.1. DX レポート 

「DX 推進システムガイドライン」については，一般論が
説明されているので，各企業では，DX の推進策を具体
的に定義する必要がある[3]．IT システム構築におけるコ
スト・リスク低減策について，4項目の課題を列挙しただけ
である．各企業がこれらのコスト・リスク低減策を具体化す
る必要がある． 

ユーザ企業・IT ベンダ企業の目指すべき姿と双方の
新たな関係の構築についても必要性を指摘しているだけ
である．各企業が自ら目指すべきと相互関係を具体化す
る必要がある． 

DX 人材の育成・確保については，必要となる DX 知
識が欠落している．各企業が自ら DX 知識を定義して人
材育成計画を策定する必要がある． 

IT システム刷新の見通し明確化について，デジタル
技術によるビジネスモデル創出，システム刷新へのベン
ダ企業による支援の必要性を指摘しているが，具体策ま
で踏み込めていない．たとえば、ビジネスモデルと ITシス
テムの整合性を確立するためのDX方法論を提示すべき
である。 

2.2. DX 推進指標 

DX 推進指標の診断スキームには，経営のあり方と IT
システム構築について定性および定量指標がある．定性
指標は9個の主質問と25個の従質問からなり，証跡文書
に基づいて回答する．証跡文書としては経営計画，事業
計画，バランススコアカード[4]などが例示されている．た
だし，DX 推進指標の用語関係は明示されてはいない． 

現在，試行評価が完了して公開された段階である．今
後各企業が DX 推進指標を用いて自己評価するとともに，
必要があれば指標をカスタマイズしていく必要がある． 

3. DX 推進課題 

3.1. デジタルエンタープライズの実現 

DX は目的ではなく，デジタルエンタープライズを実現
するための手段である[1,2,3,5]．このため，DX 用語，DX
戦略, DX ロードマップ, DX プロセス, DX アーキテクチャ, 
DX リポジトリなどからなる総合的な DX 方法論を
EA(Enterprise Architecture)[7,8]に基づいて体系的に確
立する必要がある．大企業の DX プロセスの例には[9]が
ある． 

日本では EA は廃れているという認識[6]もあるが，海
外では EA による DX が進展している[10-15]．たとえば，
マイクロサービスアーキテクチャ[16-25]ではビジネスケイ
パビリティと整合するアプリケーションアーキテクチャを開
発する必要があるので，EA が有効である[15]．TOGAF
の図式言語 ArchiMate[26]ではビジネスアーキテクチャと
アプリケーションアーキテクチャをサービスによって関係
付けることができる．また ArchiMate により主要なビジネス
モデルを記述できる[27]． 

なお，デジタルエンタープライズの概念については日
本にも先駆的な提案がある[28]． 

3.2. ユーザ企業とベンダ企業の関係 

上述した総合的な DX 方法論をユーザ企業だけで構

築するのは不可能である[29]．ベンダ企業が DX を支援

する DX 方法論を早期に構築することにより,ユーザ企業

の DX を連携して推進すべきである．  
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4. まとめ 

本稿では，DX を推進するために民間企業とベンダ企
業の関係を再構築する上での課題を明かにした． 
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